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1. は じめに

 日本語学習者が中級以上の段階に入ると、自らの 日本語能力の伸びを実感 として得 られ

ることが少ない。 これに伴い、学習者 は自らの誤 りに気づかず、満足 を覚えた り、逆に、

これ以上伸びないと考えて諦めて しまった りして、学習意欲を失 うおそれが出てくる。と

くに作文など 「書 く」ことを鍛錬す る授業においては、本来作文の授業 自体が単調なこと

も加勢 して、自主的な学習活動を導き出す ことが難 しい。

 日本語学習が学習者主体で進められるべきことは言 うまでもないが、作文のような 「書

く」授業において教師は何を果たすべきだろ うか。なかでも、学習者が作文技術を向上さ

せるうえで、教師が導き うる効果的な方法があるだろうか。

 日本語で自由にコミュニケーションが取れ る上級学習者の作文であっても、日本語を母

語 とする者がその作文を読んだとき 「どこか変だ」 とい う印象 を受けた り、 「日本人なら

このよ うな作文は書かない」 と感 じた りすることが しばしばある。作文授業においては、

学習者が陥 りがちなそ うした 日本語への誤認識、日本語の誤用を把握 し、それ らを効果的

に学習者に気づかせ ることが必要だ と思われ る。

 本論では、筆者が担 当した目本語研修 コースの授業内容を報告 し、授業内で提出された

作文に見出された誤用について記す とともに、指導す る側の反省点を添えてみた。もって、

作文授業における効果的な指導方法を導き出 してい くための一過程 としたい。

2, r作文」擾業の研修 調一スにおける位置づけと内容

 本論では、信州大学留学生センター研修 コース(以下 「研修コース」)Bク ラス課程注1

に設けられた 「作文」授業で扱った作文を対象 とする。

 研修コースBク ラス課程は、初級 レベルの学習者対象のAク ラスに対 し、初中級 レベ

ルの学習者 を対象 としたものである。 しか し、当期(平 成14年 度前期)のBク ラスには

上級に近い学習者や 日本語能力検定試験1級 に合格 した者 も存在 していて、本来の初中級

に比 して レベルは高かった と思われ る。授業時間についてであるが、午前はBク ラスの主

教材に 『新 日本語の中級』、『日本語中級 」301』 を使用、午後は補助授業を行った。曜 日

別には、月曜は 「発音 ・聴解」、火曜は 「プロジェク ト・ワーク」、水曜 と金曜が 「漢字」。
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木曜に筆者が担当 した 「作文」授業がある。

2.1概 要

 本論が対象 とす る 「作文」授業は、当期、すなわち平成14年4月12日 から平成14年

9月26日 までの問の うち、延べ13日 。1日 あた りの授業時間は、午後1時 半か ら午後3

時までの1時 間半。当期の正規授業 日数は延べ15日 のはずであるが、それに満たないの

は期間中、プロジェク ト・ワーク、月例テス トの関係で、 「作文」授業が実施 されなかっ

たためである。

2.2受 講養

 授業に出席 した主な受講者は以下の とお りである。

  学習者A: 韓国人女性(韓 国カンウン大学校、日本語能力検定1級 合格)

  学習者B: 韓国人女性(韓 国カトリック大学校)

  学習者C: 韓国人女性(韓 国カトリック大学校)

  学習者D: ドイツ人女性(ド イツマンハイム大学)

 上記のほか、韓国人留学生2名 が在籍 していたが、出席は第4回 目の授業までであった。

2名 ともに日本語能力検定1級 合格者であり、レベルが高いため、日本人学生 と同一講義

を受講 していた。本論ではその2名 の作文は資料 として扱わなかった。

2.3、 睾旨導 團標

 本授業では、主に 日常生活に必要な日本語の作文技術を磨 くための作文指導 を行った。

論文に関する 日本語の指導が 「研修 コース」外の授業で行われてお り、Bク ラスの学生も

その授業を選択 していたことか ら、ここでは論文指導より日常生活上の表現技術を学ぶこ

とに重点をおいたためである。とは言 うものの、その一方で、学習者が研修 コース修了後、

す ぐにレポー トや論文 を作成 していかなければな らない立場であることを念頭に置いた

授業も心掛けた。

2.4使 騰教材

 本 「作文」授業では主教材の特定はせず、以下3項 目の作文教科書やビデオ等を適宜参

考にした。この中心 となった教材が(1)で 、この中で扱われている諸課題を各時間の作

文の題材 とした。

  (1)C&P日 本語教育 ・教材研究会編 『日本語作文1、II』(1988)専 門教育出版

  (2)佐 藤政光、田中幸子、戸村佳代、池上摩希子 『にほんご作文の方法』(1994)第 三書房

  (3)二 通信子、佐藤不二子 『留学生のための論理的な文章の書き方』(2000)ス リーエーネットワ
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     一ク

z.5授 業内容

 延べ13日 間にわたる授業は次のテーマ と指導内容で行った。は じめの数 日は学習者の

様子を見なが ら授業を行 っていたため、後追いでシラバスを決定 し、カ リキュラムを構築

していく結果 となった。

嚢1. 平成14年 魔(前 期)研 修調ースの作文授業内容

 実施 日     討議 内容        指導事項、作文技術    宿題のテーマ

4/18 ガイダンス

     自己紹介

4/25 自国の地理 ・歴史      フィー ドバック①        自己紹介文

     抱える問題        文の種類          好きなこと

                  原稿用紙、ワー ドの使い方

                   タイ トルのっけ方

5/9 母の目         フィー ドバック②      私の国の紹介

                  文体の統一(「です ・ます体」と

                   「である体」、接続詞)

 /16 留学生から見た日本     フィー ドバック③       母の 日につい

                  段落構成          て

 /23 日本の伝統文化       フィー ドバック④       日本の印象、

                  句読点の打ち方        生活

6/6 様々なフォーム(病 院の初診 フィー ドバック⑤       日本の伝統文

     カー ド、結婚式の案内状、振 推敲練習           化について

     込み依頼書、宅配便など身近

     な書類)の 書き方

 /13 助け合い          フィー ドバック⑥(日 記のみ。個 -

                  別指導)

                   関連語句、言い回し

 /20 団攣について       フィー ドバック⑦(個 別指導) 親切

                   関連語句、言い回し

 /27 見合いと恋愛        フィー ドバック⑧(個 別指導)  家族の団攣

                   関連語句、言い回し

7/4  短編小説           フィー ドバック⑨(個 別指導)  私の結婚観
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                  構成、書き出し

 /11 暑 中見舞い①      手紙の書 き方       一

 /25 暑 中見舞い②      パ ソコン使用       一

9/5 推敲、作文集作成     推敲、パ ソコン使用     な し(短 編小

                  編集 の仕方         説 は未提出)

 授業の一方策 として、宿題で提出された作文が包含す る問題点を授業担当者がまとめて、

学習者ヘフィー ドバ ックすることとした。このフィー ドバ ックでは、授業担当者が気づい

た誤 り、疑問、課題 な どをその都度ハン ドア ウトにま とめ、 「穴埋 めタスク」 として学習

者 自身に作文の問題点を反省 させ る方法をとった。この方法による全体へのフィー ドバッ

クは4∫125日 ～5月23日 までの延べ5日 間行い、6日 目(6月6日)は 推敲練習のため、

フィー ドバックを行わなかった。6月13日 以後は、学習者個別にフィー ドバ ックするこ

ととした。

 毎回の授業の流れは、次のような経過 をた どった。まず、①宿題の作文をフィー ドバッ

クし、②今回授業のポイン トとする作文技術(※ 上記表1で い う 「原稿用紙の使い方」な

ど)を 指導。次に、③次回に提出する作文テーマを指示 し、④テーマに関連 して使 えそ う

な表現、語句を練習 した り、資料や作文例を見た りして理解を深めた。最後に、⑤ペアま

たは全体で討論をさせ ることで作文のウォー ミングアップを図る、とい うものである。毎

回、このウォー ミングア ップが終わる段階で授業を終え、作文は次回の授業前 日までの宿

題 とした。 これには、 「授業内に作文を書 くと、時間がもったいない」な どの学習者の意

見により、授業中の 「書 く」作業を少なくしたい、とい う意思もあった。宿題の作文は授

業担当者あてにE°mailで 送る方法 をとった。

 さらに、日本語を書 く作業に慣れさせ るために、毎回宿題 とは別途、週の うちの一 日を

取 り上げて、その 日記 を提出させた。ここでは文法や作文の構成は気にせず、好きなこと

を書かせ るようにした。その結果、学習者たちは色鉛筆を使ったり、写真やいろいろなも

のを貼付 した りして、延べ8日 分の 日記が提出された。

3.提 出作文に見 られた誤用

 宿題の作文のフィー ドバ ックをした際、ハン ドアウ トに使用 した誤用例 を以下にまとめ

る。誤用の多くは回を追ってある程度改善 されたものの、コース期間中繰 り返 し見 られた

ものもあった。

 以下に挙げる誤用例は、授業担当者の主観で列挙 したものである。とは言え、これ らの

誤用が見 られ るのは当期の学習者だけに限ったことではなく、他の日本語学習者にも共通
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した誤用であると考えられ る。また、当期学習者の作文には見られなかった誤用が他の日

本語学習者に認め られ ることは想像に難 くない。 こうしたことか ら、今後も作文資料から

誤用例収集 を続け、統計的に誤用の範囲を裏付けてい く必要があると考える。

3.1誤 りの傾向

 筆者がハ ン ドアウ ト作成時に誤用 とした用例は、様々なものがあった。それ らを①発音

の誤 りが表記 に影響 した誤用、②1語 単位の文法の誤用、③1文 単位の文法の誤用、④1

語、または1文 単位では誤用 とはいえないが、談話 としては不 自然に感 じられる誤用、⑤

作文構成上の誤用、の5項 目に分けた。以下に誤用例を見ていきたい。

3.1.1 発膏の誤 り

 誤った発音 をそのまま書いてしまった誤用例。(2)は 韓国人学習者に誤 りが多かった。

母語に破裂音の有声・無声の音素対立を持たない韓国人学習者や中国人学習者は、[tl・[d]、

[k]・[g]などの言い分 けが難 しい と考 えられるためである。韓国人、中国人学習者のパ ソ

コン入力を観察 していると、日本語の漢字発音が誤っているために正 しい漢字に変換する

ことができず、何度 も打ち直 している場面が多い。① 「自電車」、③ 「分陰気」の例 もこ

れに漏れず、発音を誤 ったまま入力 し、漢字の変換が誤っていることにも気づかなかった。

(1) カタカナ

  ① カーペット→カフェト(学習者A、5!23)

  ② カトリック→カトリク(学習者D、6!6)

(2) 名詞、形容詞

  ① 自転車→自電車(学 習者A、4/25)

  ② 格好いい→がっこいい(学 習者B、4/25)

  ③ 雰囲気→分陰気(学 習者B,6/6)

3.1.2 文法(1語 単位)の誤 り

 ここでは、文法(語 の用法、用言および助動詞の活用)が 正確ではない場合の誤用例を

対象 とす るが、特にある1つ の語の使い方が正確に理解できていない場合に限定 した。

 取 り上げた語は初級や中級の学習範囲とされる事項も多い。学習者にとって既習の学習

事項であるにもかかわ らず、同 じ誤 りが繰 り返 し続いた。理由は二つあると考える。一つ

は、慣れない 日本語で考えを表現することに意識が集中したあまり、文法的見地を失念 し

て しまうこと。もう一つは、作文ではある1語 を様々な状況、条件下で厳密に使用するが、

その細かい個々の場面における語の使い方が十分に理解 されていないこ と、が考えられる。

前者はその語を繰 り返 し作文の中で書くことで解決できる。後者は補足の問題を使ってそ
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の語 に対す る用法 と使 用 状況 の よ り深い理解 を得 させ 、それ らを定着 させ る必要 があ る。

 以下、誤用例 を記す。()内 には筆者 が同 じ文 を書 くときに使 うだ ろ う表現 を記 した。

(1)  「せる、させる」

  ① 本当に関心させて(← させられて)よ ろこびました。(学習者D、41露0)

  ② 協力者は特別な衣服を着せました(← 着せられました)。(学習者D、616)

(2)  「行く、来る」

  ① 日本に行く(← 来る)前 にここの自然ががっこいいときいたので(学 習者C、4/25)

  ② 将来に、日本友達は ドイツに行く(← 来てくれる)こ とを望んで。(学習者D、6/20)

(3)  「こと、の、とき」

  ① 私の趣味は写真を取るの(← こと)で す。(学習者C、4/25)

  ② 日本にはじめて来たの(← とき)は あまり人が多いのに驚いた。(学習者D、5/23)

(4) 助詞 「に、で」

  ① テレビに(← 一で)レ ースを見ています。(学習者D、4125)

  ② 目本は四面が海で(← に)取 り囲まれている。(学習者B、5/9)

 (1)～(4)の 誤 用 で、正 しい語 と類似 した用 法の語 とを混乱 した結果 、異な る語 を

選 択 して しま った。(1)① ② は使役 「せ る、 させ る」 と使役 受身 「せ られ る、 させ られ

る」の混 乱。(2)① はいま現在 、 日本 で作 文を書いて い るので 「(日本 へ)来 る」、② は

将来、 ドイ ツにい る状況 を想 定 して 「(友達 が ドイ ツへ)来(て くれ)る 」 としなけれ ば

な らない ところ、 「行 く」 「来 る」 を混乱 している。 また、(3)① は 「写真 を取 る行 動、

事 実」、② は 「は じめて きた時 間」 とい う意 味でそれぞれ 、 「こと」 「とき」 を使 うべ きで

あ る。 どの時点 で 「の」 「こ と」 「とき」を使 うのか がわか らず、学習者 に よって は、全て

の文章に 「の」 を使用 してい た。(4)① は手段の 「で」、②は非 盾主語 受身 の動作主体 を

表す 「に」 を使 うべ き ところだが、それ ぞれ 反対 に使 っている。授業 中、使用 を誤った学

習者 に確 認 した ところ、 「(混乱 しやす い語 と)ど ち らを使 った らよいか わか らず に誤 って

しまった」 とい う回答 が多 かった。 こ うした誤用 をな くす には、両語 の正 しい用法 を再度

確 認す る ことが効果的 であ ろ う。

 (5)～(7)で は、本来 あるべ き言葉 、ふ さわ しい言葉 を使 う場面 だが、その言葉 を

使 う状況 が理解 で きな いまま に、文章 を作 ってい る。

(5)  「～てくれる」

  ① 親は私のために何かしている(← してくれている)が これが当たり前だと思ってしまう(学 習

    者B、5116)

  ②(母 は)全 体の家事や炊事や洗濯などを⊥∠ζ(<一一してくれた)。(学習者D、5116)

(6)  「んです」

  ① 励まし合 う家族こそ団らんな家族 じゃないか(← なんじゃないか)と 思 う。(学習者B、6/27)
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(7)  「と思います」

  ① 皆さんがチャンピオンになりたいです(← なりたいと思っています)。(学習者D、4/25)

  ② 私も母にありがたい(← ありがたいと思っています)。(学習者D、5/16)

(5)は 「自分 が恩恵 を受 けた と感 じる」状況が 日本語 と母語 とでは異 な るため であろ う

か。 どん な状況で 「～て くれ る」 を使 うのかが厳密 に理解 できず、 「～ て くれ る」 を使 う

べ き ところで使 えない。(6)「 ～ んです」 も同様。(7)は 「と思 ってい ますJと い う表

現 ではな く正 しい文 を作 る ことも可能 だが、「と思 ってい ます」を使 えば、「～ たい(希 望)」

「あ りがた い」 とい う直接的 な感 情の表現 を緩和 して不 自然 な感 じを免 れ ることができ る。

(1)～(4)と 同様、(5)～(7)も その語が使 われ うる状 況 を確認 す る必 要がある。

  (8)は 「れ る、 られ る」で あ る。(5)～(7)と は反対 に、 どち らも使 わな くて よ

い部分 に 「れ る、 られ る」 を用 いてい る。

(8)  「れる、られる」

  ① 本の人々はあんまりin・hne skateを すべることをみられなかった(← 見たことがないようだっ

    た)の で(学 習者A、4/25)

  ② 辞書を調べてもどんな時、使 う洗剤か分かれる(← 分かる)こ とだったけど、(学習者C、6/20)

  (9)は 自動詞 、他 動詞 の使 い分 けである。 自動詞、他動詞 が数 多 くあるために学習者

が混乱 し、 よく見 られ る誤 用で あ る。語数 が多いので、多 くの 自動詞 ・他動詞 にわたって

解説す る と、か えって混乱す るおそれ がある。授業 では問題 とな った1語1語 について、

誤 りに気 づ くご とに指 摘す る方針 を とった。

(9) 自動詞、他動詞

  ① 私の国では、「母の目」と 「父の目」が分けていない(← 分かれていない)。(学習者A、5/16)

  ② 韓国の国土はアジア大陸がはじめる(← はじまる)m目 の地点から太平洋に向かって長く延

    びていて(学 習者B、5/9)

 これ まで述べて きた誤 用 は、1語 の用法が正確 に理解 で きていない場合 だった。他 に、

活用 が正確 でない誤 用 もよ く見 られた。(10)① は形容 詞 、② は可能 の助 動詞、③ は仮 定

の 条件 を表す接続助詞 「とJへ の接続 、④ は動詞 の活用 の誤 り。 活用の仕方 は学習者 も十

分 に練習 を積んで きた よ うだが、作文 の よ うに全体 に 目を配 る作業 にな る と、活 用部分 は

細部化 、矯小化 されて 、見落 と され がちになる と思 われ る。完 全に定着 していない学生に

は復習 させ る必要 があ るが 、誤 りを見か けた らその時点で指摘 し、注意 を繰 り返 して、根

気 ある指 導 を続 けるべ きだ と考 える。

(10)活 用

  ① 親に対するありがたいな(← ありがたい)気 持ちができた。(学習者A、4/25)

  ② 琴が演奏していたので、もっと目本の雰囲気が感 じれた(← 感じられた)。(学習者B、6/6)

  ③ しばらく座って待っていた(← 待っている)と 、着物を着ている女性が私に来て、茶碗と小さ
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    いお菓子を渡した。(学習者C、6!6)

  ④ 町では多重の問題が起これて(← 起こって)き ました。(学習者D、5/9)

3,1.3 文法(1文 単位)の 誤 り

 前項 では1語 の用法 の誤 りに注 目した。本 項では、1文 のなかで、主語 と述語、主節 と

従属節 、 の関係 が整 え られて いない な ど構文 的な誤用 を ここで述べ たい。 また、(1)に

挙 げてい る、いわ ゆるイデ ィオ ム的 な誤用 も含 めた。(1)はrな ぜ な ら」 に呼応 して理

由を表 す 「～か ら」 が脱 落 した誤 りである。 「なぜ な ら」 と 「～か らJと の呼応 関係 を学

習者 に理解 させ る練習 が要 る。(2)は 主語 と述語 の時制 が異な る。(3)は 主語が名詞で

あ るの に対 して、述語 が動詞 の ままであ る。(2)、(3)の 場合 は繰 り返 しの注意が必要

であろ う。

(1) なぜなら～からである。

  ① なぜならもちろんお金も大切な問題ですが愛する感情もなし、一生を一緒に住むのはとても不

    幸だと思います(← だと思うからです)。(学習者A、7/4)

  ② なぜなら恋愛感情とい うのは自然にできるのである(←できるものだからである)。(学習者C、

    7/4)

(2> 時制

  ①in・line skateを はじめてに習 う(←習った)と きは大学に入学してからです。(学習者A、4/25)

  ② 食堂で何を食べた(← る)と きにも店員が当たり前に払うお金を人の数で割ります。(学習者A、

    5/23)

(3) 主語、述語

  ① これ以上の間題は、 ドイツの社会は以前に比べて、より多くの人々が長生きをする社会になっ

    てきています(← なってきていることです)。(学習者D、5(9)

  ② お母さんがくれるものは、こんな物質的なものだけではなく、精神的なものにもっと大きい意

    味が込められている。(学習者C、5116)

3.1.4 談話上の誤 り

 1語 、1文 単位 で見た とき決 して誤用 とはい えないが、談話全体で見た とき母語話者 に

とって不 自然 な感 じを与 える例 を誤用 として扱 った。 こ うした不 自然 さは、文 体 と関係 す

る と考 え られ る。(1)「 です ・ます体」 「である体」の 区別 と(2)文 末の助詞 、接続 詞

の使 い分 けは、学習者 に とって 、論 理的 に理解はで きて も文章で表 現す るのはなかなか難

しい よ うである。

(1) 文末の助動詞(「 です、ます体」と 「である体」)

  ① もちろん韓国にも探 してみれば空手を習えるところがあるかもしれません(← かもしれ盈)

                     53



    が、日本の伝統武芸だから本場の日本で習いたかった。(学習者A、6!6)

(2)    接続助言司、 接続言司

 ① あま り料理が上手 じゃないですけど(← が)自 分で何か作って見ることが大好きです。(学習者

   B,4/25)

 ② 日本のシステムは日本へ来るヨーロッパ人がよくわからないから(← ので)、困っている。(学習

   者D、6/23)

  ③ ベル リンやハンブルグなど住宅不足があるし、賃貸料が高いです。それで(← そのため)、そこ

   でだんだん多く住宅必要とされています。(学習者D、519)

 (1)① に引用 した作文 は 「日本 の伝統 文化」 と題 し、大学 で習 い始 めた空手 にっ いて

書かれ てい る。全体 の語調 は 「です 、ます」なのだが、 ところ どころに 「であ る体」の文

章が混在 している。 学習者Aに 関 しては、 この点 を2、3度 フ ィー ドバ ック した ところ、

以後 に提出 され た作 文で はほ とん ど直 って いた。(2)は 「です 、ます 」 「であ る」をきれ

いに使 い分 けている。 一方 、① 「け ど」 「が」② 「か ら」 「ので」③ 「それ で」 「そのため」

の使 い方 には不 自然 さが残 る。 た とえば① では、学習者Bに 「これ は 『です ・ます 体』 だ

か ら 『が』 よ り 『け ど』 の方がい いので はないか」 とい う質 問 を受 けた。 「け ど」や 「か

ら」 は、やや もす る と年少者 的印象 を与え るため、身近 な題材 の作文で あって もこの よ う

な使 い方 は好 ま しくない こ とを理解 させ なけれ ばな らない。

 同 じこ とが(3)① で も言 え る。学 習者Bの6月6日 の作 文 は友達 に誘 われ てお茶 会 に

行った体験 を記 してい る。テ ーマは 「伝 統文化にっいて」で、本来な らば軟 らかい文章で

もよいのだ が、練習 のた めに硬 い文章で 「であ る体」の統一 を義務づ けた。提 出 され た作

文は、全体が 「である体」で あるのに対 し、書き出 しだ けが① の文 なので、そ こだけが浮

いた印象 を与 えてい るこ とは否 めな い。これ を書い た学習者Bは 、「書 き言葉 ではあるが、

友達 に話す よ うなつ も りで書 いたの で、書 き出 しは このままがいい」 としてい る。

 また 、② の書 き出 しは、全体が 「です 、ます体」の文章。書 き出 しも当然 「です」だが、

「すみ ませ んが」 「～た いです」 な ど話 し言葉 をその まま書 いてい るために、作文 にはふ

さわ しくない印象 を与 える。

(3) 書き出し

  ① 月のはじめだったかな … (←だろうか。)茶道を習っている日本の友達と一緒にお茶会に行

    ったことがある。(学習者B、6/6)

  ② すみませんが、ちょっと紹介 したいです。(←これから、私のことにっいて紹介 したいと思いま

    す。)～ と申します。私は22歳 の ドイツの留学生で(後 略)(学 習者D、4/26)

 (4)も 当期 の学習者 によ く見 られ た。 「～て形」接続 で も、決 して誤 りではないのだ

が、 「で ある体 」の硬 い文章 の ときは、連用 中止形 を使 うことを勧 めた。 この用法 は 当期

の学習者 が学んだ 中級教 材 に出てお り、す でに学習者 が学 んでいた との こ とである。 しか
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し、以後 も繰 り返 し硬 い文章で 「～て形」が使われ るこ とが多 く、後 半に若 干直 った程度

だった。

(4) 連用中止形

  ① 韓国は美 しい山と清い水が多くて(← 多く、)昔から 「キンシュウコウザン」と呼ばれていた。

    (学習者B、5/9)

  ② 毎 日暖かいご飯 と作ってくれて(← くれ)、洗濯と掃除等のすべての家事 してくれる。(学習者

    C,5/16)

  (1)～(4)ま で 「です、 ます体 」 「であ る体」 に関わ る文 の印象 について述べた。

 さ らに、(5)～(7)の よ うに名 詞 、動 詞 、 形容 詞 、 副詞 な ど自立語 も文 の印 象

に大 き く影 響 を与 えて い る。 語彙 を よ く知 って い る学習者 で あって も この使 い分 けが

で きる者 は少 ない。 小 さな こ とを表 現す るの に大 げ さな表 現 で 、逆 に 、硬 い文 章 を書

か なけれ ば な らない 場 面 で話 し口調 の語 を使 って しま うこ とが ま まあ った。 授 業 の過

程 で 、最 も説 明 に窮 した のが この点 で あっ た。 数 多 くあ る名 詞や 動詞 、副詞 が 「なぜ

そ こでは使 え ないの か 」、「辞 書 で調 べ る とこの 単語 が 出て くるの に。」とい う疑 問 を し

ば しばぶ つ け られ た。

(5) 名詞

  ① サークルに加入して部活するのが人生(← 毎日、学生時代)の 楽(← 楽しみ)で した。(学習者

   A,9/25)

  ② 真正な(← 本当の、真実の)家 族(学 習者B、6!27)

  ③一年間習ったのをひとびと(← ほかの人たち)に 見せてあげるのです。(学習者C、4/25)

(6)  動詞、形容詞

  ①大人もお母さん(← 母親)に 深い愛情が見せる機会である。(学習者D、5116)

  ②常にカーネーションとプレゼン トを与えった(← あげた)。(学習者A、5116)

  ③母に愛情 している(← 愛情を持っている)。(学習者D、5/16)

(7)    扇1惜司

  ① すべることを見て神妙に(← 不思茜に)み あげります。(学習者A、4/25)

  ② どちらがまだ人情があり、親切のかを考えて見れば多分(← おそらく)田 合だと思います。(学

    習者A、6/20)

  ③ 恋愛感情というのは(中 略)無 理や りに作られるのではない。反面に(反 対に)、経済的な問題

    はいつかは解決できる。(学習者C、7/4)

  ④ 衣食住は ドイツと比べて相違があるが、急速に(← だんだん)慣 れてきた。(学習者D、5/23)

 (5)① ～③ 、(6)② ③、(7)① ③④ は簡 単な ことを表現す るのに大きな表現 を使 っ

て いる。 特に(6)② に関 して は、5月9日 の授業 で 「韓国の歴史」 に関す る作文で 「桓

雄 は(く ま と虎 に)に ん に くとモグサ をあげ なが ら」 としたこ とにっいて 「あげなが ら」
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を 「与 えなが ら」にす るよ う指示 した ためである と思 われ る。歴史 の よ うな客観的 な文章

であ った ために 「与 え る」 を使 うよ う指 示 した のだが、逆に、(6)② の よ うな文章で も

使 って しま う結果 となった。 また、(6)① 、(7)② は書 き言葉 であ るので硬 い一般的 な

表 現であ る 「母親」 「おそ らく」 を使 った方が好 ま しいが、柔 らかい表 現 を使 っている。

 日本 語 で は 、 とき 、 と ころ、 相手 とす る人物 、 な ど、状況 に よって使 われ る言葉 が

変 わ る、 とい うこ とを理解 させ る必 要 を感 じて い る。

3.1.5作 文構成上 の間題

 最終的 な段階 と して、 「起承転結 」 「序本論 」 といった作 文構成 の技術 が必要 とな る。 こ

れ らは各 学習者 の母語 で も同 じよ うな構成が あるため、理解 しやすい よ うであった。 とこ

ろが、実 際の作文 となる と 日本語 の問題 点に注意 がそれ て しま うのか 、構成 まで考 え られ

る学習者 は少 なかった。1つ の段 落に単調 な文章の羅列が繰 り返 され た り、 どこで文章 が

終わ りか わか らない よ うな冗長 な文にな って しまった りす るためであ る。(1)① は 「～

てい る」② は 「て くれ る」 だ けの文章 が続 き、全体 がブ ツ切れ の印象 を与え る。(2)①

は 「～ とき」や 「～ ところ」が多 く、② は接続詞 が多い印象 があ る。(3)も(2)と 関

連 す るこ とで、正 しい句読点 の打 ち方 によって文 が分 か りやす くで きるであろ う。

 これ らも常に念頭 に置 いて作 文 に臨む姿勢 を持 たせ たい。

(1)  文章の羅列

  ① 韓国は三面が海で囲まれている。温帯地方で極東に位置している。領土が南北に長く伸ばして

    いる。国土の広さはニュージーランドあるいは南部カルポにアと似ている。(学習者A、5/9)

  ② 母は私に今までたくさんお世話になってくれた。子供の時、姉妹 と私に母はよく本を読んでく

    並、宿題に手伝ってくれた。病気のとき、早く治すのことにとって本当に世話にな2オζ。その

    他に、全体の家事や炊事や洗濯などをした。(学習者D、5/16)

(2) 冗長さ

  ① たとえばスーパーで洗剤を買う時、辞書を調べてもどんな時、使 う洗剤か分かれるとこだった

    けど、知らない日本人のおばさんに聞いてみたところ、私が思ったより新切に洗剤の使用法ま

    で教えてくれた。(学習者C、6/20)

  ② しかし、今年の`親 の日'に は私は日本、家族は韓国にいるので電話だけしたが、母と父はう

    れしがった。(学習者B、5/16)

(3)  句読点の打ち方

  ① 韓国は入れる方向のどおりに靴を抜いては入れる盤 日本はきちんと靴をぬいて、出る方向で靴

    を返しておきます。(学習者A、5!23)
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3.2今 後の課題

 当期提出された作文中で認められた誤用について、い くつかの視点からまとめてみた。

 これ らの誤用が生ず るのには、それまで学習 してきた文法や語彙の知識の正確 さ、深 さ

に大きく関わる。 とくに、口頭で話 しているときには聞き流 され、軽視 された間違いも、

文章になってみると明確に現れて くる。正確な 日本語を身につけさせ るため、作文授業で

抽出されたこのよ うな誤 りについては、学習者に反復指摘 して、速やかに訂正を行い、そ

れ を自覚させておかなければならない。

 われわれ母語話者は文章を書 く際、無意識の うちに 「どんな相手に書 くのか」、「どんな

場面を書 くのか」、「どこへ提出す るのか」、など様々な背景、状況 を考慮に入れながらそ

れ にふさわしい語を選び、文章を書いてい く。その感覚 と、それに伴 う語や表現の関わ り

を整理 していく必要があるだろ う。

 母語 と異なる言語感覚を身につけることは学習者にとって高い障壁 となる課題で、それ

を乗 り越 える良い方法も未だ確立 されていない、とい うのが現状ではないだろうか。この

言語感覚をいかに学習者が理解 し、体得 していくかが今後の課題 となってくるであろう。

3.お わ りに

 日本語 で作文を書 くとい う行為は、学習者がその時点までに習得 してきた日本語につい

ての 「読む」「書 く」 「聞くJ「話す」 とい う4技 能を集大成す ることといえる。学習者は

その段階までに学んだ 日本語の語彙、文法、言語に関する知識を最大限活用 して作文を書

いているのである。見方によっては、これ らの作文には学習者の日本語能力の習得段階が

如実に表れると言ってもいい。当授業の提出作文の中に現れた発音問題から談話的問題に

まで及ぶ様々な誤用 もまた、学習者の日本語能力の習得結果であるといえる。

 教師は、作文がこれ ら4技 能の統合的な活動の結晶であることを常に念頭に置き、誤 り

を総合的観点から指摘 しなければならない。その うえで、学習者が自らの述べたい内容を

的確かつ自由に表現できる能力を引き出す ことに努めなくてはならない、と考える。

 授業を担当 した半年間、筆者は常に、 目本語学習は学習者主体の活動であり、教師は学

習者の活動を導 くコーディネーターに徹するべきであるとい う前提に立ってきたつもり

である。 この前提か ら作文指導における教師の役割 を考えると、二っのことに思い至る。

一つは
、学習者 自身が 自己の作文を見直す ことによって、4技 能にっいて学んできた、そ

れ までの 自己の学習活動を総合的に反省できる機会を設 ける役割。もう一つは、学習者に

とって一番重要な活動であるにも関わらず、苦手意識から取 り組みに消極的になっている

日本語の表現活動 を行いやすい環境を設定する役割、であるといえよ う。

 前者、すなわち、学習者が 自己学習を反省する機会設定の一つとして、毎時の授業では、
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教師が提出 された作文の中で気づいた誤 りをフィー ドバ ックするな どの指導 を続けてき

た。

 後者に関 しては、各時間にテーマを与えた宿題をはじめとして、日記、さらには、短編

小説に取 り組む試みも入れてみた。課題のあるものに関 しては、できるだけ学習者が作文

を書きやすい環境に導 くため、あらか じめ教室でその課題に関 して討議することでウォー

ミングアップを図るなどの指導も続 けた。これ らの結果、日記や宿題 についてはある程度

その成果が見られた ものの、短編小説に関 しては、時間の割にタスクが重すぎたためか、

最終的に書 くには至 らなかった。各 自構成までは出来ていただけに、完成を待てなかった

のが悔やまれる。

 コース終了後、これ らの授業を振 り返ったとき、所期の意図は十分 に果たされたとは言

い難いが、終了時点でA・B両 クラスに実施 したアンケー トの中で 「最初は作文す るのが

大変で したが、続 けて書きながらどんどんよくなる感 じが してよかった。(学習者A)」 な

どの感想 を得ることができた。

 本報告で述べた考奈 と反省等を一通過点 として、今後はより学習者の実力 を十分に引き

出す よう心がけつつ、内容のある、質の高い、作文指導を目指 していきたいと考える。

【注】

注1.信 州大学留学生センター研修 コースの概要については 『留学生セ ンター年報』第3

  号(2003年3.月 発行予定)を 参照されたい。
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 ζ付記コ

 作文授業に出席 した学習者の皆様 に、作文を引用させていただいたこと、アンケー トで

ご協力 くだ さったこ とをお礼申し上げます。また、作文授業を担当するにあたって、信州

大学留学生センター非常勤講師金子泰子先生に様々なア ドバイスを頂戴 しま した。この場

を借 りてお礼申し上げます。
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